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世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

今月のテーマ　⑤歴史・民話　～昔話が伝える大地の恵み～

島原半島ジオパークを楽しむために

 

山 

の 

三 

太 

郎

　
「
む
か
し
む
か
し
、
雲
仙
岳
は
、

帯
山
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
火
山
で

し
た
。
何
度
も
大
き
な
爆
発
を
く

り
返
し
て
、
そ
の
た
び
に
ま
っ
赤

に
焼
け
た
溶
岩
を
吹
き
出
す
の
で

す
」
と
い
う
く
だ
り
で
は
じ
ま
る

「
山
の
三
太
郎
」
は
、
雲
仙
火
山

の
中
で
も
過
去
数
万
年
以
降
に
形

成
さ
れ
た
山
（
普
賢
岳
、妙
見
岳
、

国
見
岳
）
の
地
形
を
、「
加
戸
ヶ

淵
」
に
す
む
、
お
し
ゃ
べ
り
好
き

な
カ
ッ
パ
に
例
え
た
、
こ
っ
け
い

な
昔
話
で
す
。
私
た
ち
の
ご
先
祖

様
に
は
、近
接
し
た
３
つ
の
山
が
、

仲
の
良
い
友
達
同
士
に
見
え
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

み 

そ 

五 

郎 

や 

ん

　
「
昔
む
か
し
、
西
有
家
で
一
番

高
い
高
岩
山
に
大
き
な
男
が
住
ん

で
お
っ
た
。
こ
の
大
男
、
人
が
良

く
、
ち
か
ら
持
ち
で
だ
れ
や
か
れ

や
か
ら
好
か
れ
て
お
っ
た
そ
う

な
」

　

毎
年
11
月
の
初
め
に
、
南
島
原

市
で
開
催
さ
れ
る
大
き
な
お
祭
り

の
名
前
に
も
な
っ
て
い
る
「
み
そ

五
郎
や
ん
」
は
、
雲
仙
火
山
の
中

で
も
古
い
溶
岩
ド
ー
ム
で
あ
る
高

岩
山
付
近
の
地
形
や
、
有
明
海
に

浮
か
ぶ
湯
島
、
島
原
半
島
の
南
部

に
見
ら
れ
る
赤
い
土
が
登
場
す
る

物
語
で
す
。
島
原
半
島
の
自
然
が

大
好
き
な
、
気
の
優
し
い
力
持
ち

の
大
男
は
、
昔
も
今
も
私
た
ち
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

竜 

女 

お 

す 

わ

　
「
そ
の
む
か
し
む
か
し
、
島
原

の
ご
城
下
に
、
杏
庵
と
い
う
若
い

医
者
が
い
ま
し
た
」
で
は
じ
ま
る

こ
の
お
話
。
諏
訪
の
池
の
近
く
で

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
大
き
な
白
蛇

を
助
け
た
医
者
が
、
不
思
議
な
美

女
と
出
会
う
こ
の
物
語
は
、
約
２

０
０
年
前
に
起
こ
っ
た
寛
政
の
噴

火
を
き
っ
か
け
に
作
ら
れ
た
昔
話

で
す
。
寛
政
の
噴
火
時
に
は
、「
竜

女
お
す
わ
」
の
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
の
昔
話
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ど

れ
も
、
山
の
噴
火
の
様
子
や
当
時

の
災
害
の
状
況
を
、
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

島
原
半
島
の
美
し
い
自
然
や
大

地
の
恵
み
は
、
多
く
の
唄
に
も
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。
普
賢
岳
、
国
見

岳
、
妙
見
岳
の
山
並
み
の
美
し
さ

を
歌
っ
た
「
島
原
木
挽
き
唄
」、

豊
富
な
海
の
幸
を
採
る
漁
の
情
景

や
、
小
浜
温
泉
が
登
場
す
る
「
お

な
よ
い
節
（
島
原
バ
ラ
節
）」
な

ど
の
民
謡
か
ら
は
、
人
々
が
大
地

の
恵
み
に
感
謝
し
、
尊
ぶ
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
周
り

に
は
ジ
オ
（
地
質
遺
産
）
の
恵
み

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち

は
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
恵
み

に
対
す
る
感
謝
を
、多
く
の
民
話
、

民
謡
を
と
お
し
て
、
我
々
に
伝
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
民
話
、

民
謡
に
触
れ
て
、あ
ら
た
め
て「
ジ

オ
の
恵
み
」
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
で
し
ょ
う
か
。

　

次
回
は
、４
月
10
日
〜
15
日
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ン
カ
ウ
イ
島
で

開
催
さ
れ
た
、「
第
４
回　

国
際

ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
」
の

模
様
を
報
告
し
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。

お
び
や
ま

き
ょ
う
あ
ん

●開 催 日：５月16日㈰ ※雨天決行
●集合場所・時間：各地区（バスにて送迎）　※右記参照
●参加資格：市民または市内勤務の人
●募集定員：先着40人
●持 参 品：弁当、飲み物、タオル、帽子、雨具
　※弁当を準備できない場合は１個500円で注文します。（要予約）
　　お茶はつきません。
●申込方法：①名前 ②住所 ③電話番号 ④集合場所 ⑤弁当注文の有無
　※上記内容を電話、FAXまたはＥメールで申し込みください。
●申込期限：５月12日㈬ 午後５時まで

募 集 要 項
地 区 出発時間集 　 合 　 場 　 所

9：15

9：05

8：50

8：40

8：30

8：10

8：00

●集合場所・時間（各地区バスにて送迎）

8：25

到着時間

16：35

16：25

16：10

16：00

15：50

15：30

15：20

15：45

加津佐総合福祉センター加津佐

口之津庁舎前駐車場口之津

南 有 馬 庁 舎南有馬

北有馬保健センター北有馬

西 有 家 庁 舎西有家

有 家 庁 舎有  家

世 紀 の 泉布  津

深 江 庁 舎深  江

※到着時間については前後する可能性があります。

知っているようで知らない私たちが住む南島原市のこと。　　　　
昨年は、もっと南島原ツアーを６回開催し、市民の皆さんに多くの
地域資源を知っていただき、大好評のもと終えることができました。
今年度も、もっと多くの市民の皆さんに南島原市の地域資源を知っ
ていただくため、「もっと南島原ツアー２０１０」を開催します。
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昨年は、もっと南島原ツアーを６回開催し、市民の皆さんに多くの
地域資源を知っていただき、大好評のもと終えることができました。
今年度も、もっと多くの市民の皆さんに南島原市の地域資源を知っ
ていただくため、「もっと南島原ツアー２０１０」を開催します。

企画振興部  商工観光課 　☎０５０（３３８１）５０３２　℻０９５７（８２）３０８６
E-mail: kankou@city.minamishimabara.lg.jp　※詳細についてはお問い合わせください。

もっと南島原ツアー2010
第１弾 ジオツアー
「島原半島の成り立ち編」

ツアー参加者募集中‼ツアー参加者募集中‼ツアー参加者募集中‼
５16日
開催

５月12日㈬ 締切
先着40人

申し込み・
お問い合わせ

第３～６弾の詳細日程は、開催月の前月号の広報紙でお知らせしますので、注目していてください。
７月下旬…第３弾　夏休み親子ツアー「エコパーク論所原を楽しもう」～大自然でおもいっきり遊ぼう～
８月下旬…第４弾　夏休み親子ツアー「南島原市の誇れるもの」～地元を知ってもっと好きになろう～
９月下旬…第５弾　南島原歴史探訪「世界遺産めぐり」～遺産が語りかけるメッセージを求めて～
10月下旬…第６弾　ジオツアー「南島原の景観編」～南島原の景観スポットを学ぼう～

平成22年度
「もっと南島原ツアー」開催日程

６月20日日 催行決定
第２弾  南島原歴史探訪「キリシタン史の光と影」

早 崎 玄 武 岩
＊口之津　11：35（35分）

女島水中火砕岩
＊加津佐　10：50（30分）

両 子 岩
＊加津佐　10：10（30分）

オリエンテーション
＊加津佐総合福祉センター 9：20（40分）

　 昼 　 食 　
＊口之津港緑地公園 12：20（40分）

龍 石 海 岸
＊西有家 13：30（30分）

布津・深江断層
＊車窓から

大野木場砂防みらい館
＊深江 14：30（40分）

コ 

ー 

ス

か

ど

が

ふ
ち

　

今
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
民
話
の
中
に
伝
わ
る
ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
！

　

昨
年
末
か
ら
募
集
を
行
っ
て
い
た
「
島
原

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
最
優

秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
２
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
２
０
５
点
の
作
品
に
対
し
、
厳

正
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
新
潟
県
の
信
貴

正
明
さ
ん
の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
と
も
に
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し

ぎ

ま
さ
あ
き


